
津軽が生んだ山田良政・純三郎兄弟をめく‘って

〈講演〉
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3. 私が描く山田兄弟と津軽

［司会］ それでは第 2 部のほうに移りたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。第 2 部は

2 つ講演を予定させていただいております。まず

最初は地元の作家でありますいずみ諒さんに「私

が描く山田兄弟と津軽」というタイトルで発表し

ていただきます。今回私共が津軽、特に弘前でこ

の企画を持ちました時にぜひ地元の方にお 1 人参

加していただきたい、どなたがいいだろうといろ

いろ検討をしておりました。ちょうど陸奥新報社

にお邪魔した時に「皇帝の森j という一大臣編の

作品をいずみ涼さんが書かれており、少し前に山

田兄弟のお話もその中で展開されてきた。ではぜ

ひお願いしましょうということでいずみ涼さんに

お願いすることになりました。特に地元津軽を中

心に、さまざまな人達のネットワークを含めなが

ら山田兄弟を描いていただいているというふうに

解釈しておりますので、併せて楽しみにしながら

お聞きしたいと思っております。ではいずみさん

よろしくお願いいたします。

［いg:み］ どうも、いずみでございます。よろし

くお願いいたします。私に与えられたテーマは「私

が描く山田兄弟と津軽J です。先程来から藤田先

生は東亜同文書院の調査旅行やその旅行で知り得

た、当時の中国の地域の実情が詳しく報告されて

おりました。また馬場先生からは孫文に対する兄

弟の活動が非常に詳しく報告されておりましたの

で、私はその事柄には触れないで、皆さんがメモ

作家いずみ涼

を取らなくてもよいような気楽な話で進めて参り

たいと患います。兄の良政（「さん」と敬称すべ

きですが、歴史的偉人は呼ぴ捨てが普通なので、

それに従います）は、もともと良吉（りょうきち）

と言う名前でした。ですから「りょうせい」と名

乗ったようですが、ここでは「よしまさJ と呼ば

せていただくことにしたいと存じます。

きて山田兄弟は明治の区切りのよい年代に生ま

れておりますので、まずそれを念頭に置いていた

だきたい。良政は明治元年の元旦生まれ、それが

キーポイントです。そして弟の純三郎は 9 つ下で

明治 9 年生まれです。明治 10 年の西商戦争の前

の年に生まれたと覚えていただければよろしいか

と思います。この激動の明治初年のこの時期に、

幼少、少年だった兄弟が憧れ、感化され、そして

中国へ雄飛して行く原動力となった人物が故郷に

2 入居りました。同じ士族屋敷で向かい同士だっ

た陸掲南と母方の叔父菊池九郎の存在です。明治

元年生まれの良政を「零歳J にすれば、菊池九

郎は 20 歳を少し過ぎた青年士族であり、陸縄南

は 11 歳くらい。 3 人は等間隔の年齢になります。

それに明治 9 年に生まれて来る純三郎を加えても

4 人はほぼ 10 歳間隔の世代になるわけです。

良政が生まれた頃の叔父菊池九郎は、幕末から

明治維新の動乱期の真っ只中を青年士族として津

軽藩の命運を賭して「勤皇J か「佐幕j かで奔走

していた時でした。津軽藩は、結果として佐幕派

で結ぼれた奥羽列藩同盟を裏切った形で勤皇派に
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加担することになりましたが、その結果、明治に

入ってからも津軽の青年士族たちは「裏切り者J

の服罪に悩み続けたのです。その一方では、「勤皇」

と言われながらも政府は龍長閑で牛耳られ、東北

は”切り捨て政策”の憂き目にあうのです。これ

が反骨精神を生み、海外雄飛を目指す土壌をつく

る要素となっていったと思われます。

ちょうど今、 NH K総合テレビで大河ドラマ「篤

姫J が放映され、徳川将軍家に嫁いだ島津家の篤

姫の苦悩と活躍が話題になっております。篤姫が

将軍家定亡き後、天理院として動乱の幕末をどう

乗り切るのか、生家の島津家を向こうに回して徳

川幕府を守ろうとする姿に迫力を感じさせます。

蛇足ですが、あの「篤姫」の題字を書いているの

が弘前在住の女流書家・菊池錦子さん、そしてナ

レーターを務めているのが奈良岡朋子さんと言う

ことからも弘前市民に親しまれているようです。

きて当時、奥羽列藩同盟を軸に、津軽藩が揺れ

動いた情況を菊池九郎の動向をまじえて少し説明

して置きましょう。佐幕派の奥羽列藩の中でも一

番矢面に立たされたのが会津と庄内藩でした。特

に会津は藩主の松平容保が京都守護職として新撰

組など使い、薩摩や長州を脱藩した浪士狩りに力

を入れていたことはご承知かと思います。やがて

薩摩と長州の「薩長連合」は天皇を擁して錦の御

旗を押し立てて会津と庄内征伐に入るのです。明

治元年 3 月のこと。総司令官は九条道孝と言うお

公家さんです。これに対抗して庄内と会津を軸に

奥羽列藩は合戦に備えることになります。

当時、津軽藩は奥羽列藩同盟の一員でしたから、

出陣要請に従って庄内藩に 200 人程の援軍を送り

込んだのです。その中に菊池九郎も居りました。

しかし津軽滞内は「佐幕J か「勤皇」かで採め続

けておったのです。それは、津軽の殿さまは京都

の公家近商家と姻戚関係にあったことからです。

夏の風物詩弘前ねぷたの台座には必ず牡丹の紋様

が描かれておりますが、牡丹は津軽家の紋所と同

時に近衛家から拝領した紋所でもあるのです。津
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軽藩は、東北各藩の義理と天皇に仕える公家の

筆頭近衛家との狭間で態度を決めかねていたので

す。庄内に援軍を送る一方で、京都へ西館平馬と

言う藩士を派遣して藩の態度を決めることにした

のです。

その聞に、詳しくは 5 月 3 日（旧暦では 4 月で

しょうか）に仙台に奥羽各藩の家老クラスの士族

が集まって対策を協議しているのです。樟軽藩か

らは山中兵部と言う家老が出席、ここで正式に「奥

羽列藩同盟J が発足するわけですが、会樟と庄内

が錦の御旗を押し立てた薩長軍に攻め立てられて

いる。つまり朝敵になっていることに衝撃を受け

ての会合だったのです。「一所懸命、徳川のため

に働いた結果が、何時の間にやら朝敵にされると

は、こんな理不尽な話があるか。これでは会津や

庄内務が気の毒過ぎるj と結束を申し合わせたの

です。津軽藩の場合は家老の山中兵部が勝手に署

名してしまったんですね。

それはそれで黙認の形になっていましたが、 7

月になって京都から西館平馬が帰って来て「近衛

さまは、勤皇方官軍に付いて欲しいと熱望されて

いる」と言うことから藩の姿勢は一気に「勤皇派」

に傾き、奥羽列藩同盟を脱退となったのです。納

得しないのが菊池九郎と後に日本基督教団のリー

ダーになる本多庸ーの 2 人。帰藩命令に背いてそ

のまま庄内藩に潜り込んでしまうんです。津軽藩

としても列藩を裏切ったと言う後ろめたさがある

ものですから、あまり強いことは言えない。脱藩

は死罪に相当する重罪なのですがそれを免じて 2

人に改名を申し付けたのです。それで菊池は喜代

太郎治、ら「九郎J に、本多は徳蔵から「庸一」に

それぞれ改名したのです。別人に仕立てようとし

た藩の苦肉の策だったのですね。

菊池九郎は藩主の信頼が相当厚かったようで

す。明治 2 年、藩知事となった津軽承昭公に伴わ

れて上京、慶応義塾で福沢諭吉に学んでおります。

弘前に帰ると藩校 f稽古館」の充実に努めますが、

藩校が廃止になると引き続き「東奥義塾」を興し



て 28 歳で塾長に就任します。後に親友の本多庸

ーも塾長を引き継いでおります。因みに「東奥義

塾」の名称は福沢諭吉が付けたのたとも言われて

おります。

この幕末から明治に掛けての津軽藩内の混乱ぶ

りを少年時代に見て育ったのが、陸縄南（中国賓）

です。山田兄弟の叔父菊池九郎の男気と津軽藩の

裏切りをパネに成長した掲南は、今度は掲南の標

梼する「大アジア主義j によって山田兄弟を中国

革命の道へ導いて行くという、不思議な縁に繋が

るのです。陸掲南と山田兄弟の生家は弘前・在府

町の士族屋敷の道路を挟んで向かい同士だったの

です。今も茂森町通りの成豊酒店の向かいから在

府町に入って、右側の三軒目辺りが陸濁南の生家

中国家跡でして案内板で表示されております。そ

して道幅の狭い歩道を挟んだ向かい側に山田兄弟

の生家跡があります。

先程も申しましたように、掲南と山田兄弟は年

齢が離れて居りますので、一緒に遊んだと言う間

柄ではありませんでした。良政の少年時代には掲

南は上京して政論家、ジャーナリストとして活躍

していたわけです。恐らく「向かいの兄さまが格

好のよい論説を書いているJ と憧れていたことで

しょう。その頃、陸揚南は新聞 f日本j を創刊し

てジャーナリストとしての基盤を築きつつありま

したが、 i章軽滞が抱えたトラウマに悩まされてい

た頃でもあったのです。

陸揚南は家の貧しかった事情もあって、法律学

校など官費支給の学校を渡り歩いて居りますが、

寮生活で”賄い征伐”や教育方針で校長に楯突

くなどして、ことごとく退校処分になっておりま

す。その中で原敬（後の総理大臣）と親友になっ

ておりますが、原敬にも掲南は引け目を感ずるの

です。原敬の出身地盛岡は、徹頭徹尾”賊軍”と

して行動した藩です。津軽藩のようにふらふらし

て居なかった。それだけに肩身の狭い思いをした

のでしょう。それが反骨精神を産む原動力になっ

たのかも知れません。津軽藩は、近衛家の方針に

津軽が生んだ山田良政・純三郎兄弟をめぐって

従って奥羽諸藩を裏切ってまでも「勤皇j になっ

たわけですが、明治新政府から優遇されたわけで

もなく「東北以北一山百文j の切り捨て政策に甘

んじなければならなかったわけです。濁南には、

明治政府を牛耳っている薩摩と長州が憎かったの

です。中でも長州出身の伊藤博文のロシアとの協

調外交が歯捧い思いだったのです。新聞『日本j

で厳しい論評を展開し、 230 日にも及ぶ発行停

止処分を食らっております。

当時中国は清朝の時代で、イギリスをはじめ

ドイツやフランスなど欧州列強に侵食されていた

他、ロシアも中国や朝鮮を狙って南下政策をとっ

ておりました。ロシアが中国を侵し朝鮮に進出す

ることは、日本にとって喉元に刃物を突きつけら

れたと同じ状態になるわけです。そこで陸揚南ら

は「中国の保全無くして日本の安全は無いJ とし

てアジアの結束を目指す「大アジア主義J を提唱

して活動を開始するのです。その中で「中国を助

けるための優秀な人材を育てようじゃないか」と

言うのが東亜同文書院の設立に繋がっているわけ

です。

濁南と同じく主唱者だったのが公爵近衛篤麿

（近衛霞山）です。弟の英麿は津軽家 13 代の当主

になった人で、津軽とは関係の深い間柄です。篤

麿公は新聞 f日本j のスポンサーでもあったので

す。貴族院議長の要職をこなすなど伊藤博文と

対立軸にあった人物で、新聞『日本j が発行禁止

処分の影響などで経営が立ち行かなくなった時に

は、「分かつた新聞社を買ってやる」と約束した

程です。ところが、篤麿公は間もなく 42 農の若

さで他界してしまうんです。掲南はがっかりして

しまいます。しかし論陣は槌せることなく、強硬

外交を主張して日露開戦を支持する論評を展開し

て行くのです。

この「大アジア主義j と「東亜同文書院」は山

田良政・純三郎兄弟に大きく関係して行きますが、

此処では陸掲南に影響を与えた菊池九郎と山田兄

弟の血縁に触れて置きたいと思います。まず九郎
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の姉きせが山田兄弟の母親です。つまり父浩蔵の

嫁さんです。それだ、ったらいくらでもあり得るこ

とですが、九郎の嫁さんのくま子は浩蔵の妹に当

たる。つまり山田と菊池の両家は二重にも三重に

も血縁関係にあるのです。孫文の臨終に純三郎と

一緒に立ち会った菊池良一（後に代議士）は菊池

九郎の子息ですから、山田兄弟には従兄弟になる

わけです。

こうした血縁、ふるさと津軽の東北での立場。

そして明治維新に際しての「津軽のトラウマ」に

悩む菊池九郎や陸掲南の姿を見ながら山田兄弟

は成長して行ったのです。そして時代に押され

るように中国に渡り、孫文の革命支援に打ち込ん

で行ったのは自然だったのではないでしょうか。

もっとも山田良政・純三郎兄弟の生まれた明治初

年、当時の日本は維新の波の中で‘模索を続けてい

た時代でした。

明治維新は、誇りの高かった武士から万を取り

上げました。「廃万令」の実施です。しかし貫録

の名目で明治 5 ～ 6 年頃までは扶持米代金を支給

していたのです。ところが明治 6 年の大凶作で、

この代金では米が買えなくなったのです。士族の

憤憩は爆発して行きました。明治 10 年の西南戦

争にしても西郷隆盛を頂点にした憤描士族と政府

の戦いと言ってよいものです。神風述の乱、秋月

の乱など続きます。士族の憤績は全国規模で膨ら

んで来る。その中で一番批判されたのは薩長闘を

背既に、政府の要職にある人達です。新しい貴族

の誕生です。これに反発して燃え上がったのが自

由民権運動なのです。自由民権運動は不平不満の

一つのはけ口から出発したのだと言ってもよいで

しょう。もちろん菊池九郎も陸揚南も大賛成で、

いろいろ奔定しております。明治憲法が発布され

た明治 22 年 2 月 11 日と日を同じくして陸掲南は

新聞 f日本j を発刊して居りますが、意気込みの

現れと言ったところでしょう。

自由民権運動はうまく行き過ぎたきらいがあり

ます。そうなると不平士族のはけ口が無くなって
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来たんです。そこで次に圏外に眼が向き出した。

「大アジア主義」はそんな雰囲気の中で注目され

だしたのです。陸掲南は「大アジア主義」を「国

民主義」とも言っている。つまり西洋に学んでも

良いが、西洋かぶれになってはいけないと戒めて

いる。国民主義の基本は「日本人の魂を忘れては

ならないJ、それを踏まえて「中国の力になる j

ことなのです。

掲南に憧れていた山田兄弟の兄良政は、父浩蔵

に「中国に行きたい」と相談する。浩蔵も出来た

人で、浩蔵と掲南は友だちだ‘ったので出掛けて相

談する。すると掲南は「これから中国とは海産物

貿易が大切なポイントとなる」とアドバイスを受

けて、良政は中国へ渡る手段として水産学校へ進

学するのです。卒業後は北海道の昆布会社に入社

して念願通り中国駐在になり、日清戦争が始まる

と通訳として台湾に渡り総督の児玉源太郎や民政

局長官後藤新平と知り合い、孫文との出会いに繋

がって行くことになります。

良政が戊成の変で梁啓超を匿い、軍艦「大島」

で日本に亡命させたのは明治 32 年のことで、恵

州で行方不明になる前年のことです。これは公

使館から頼まれて神田三崎町に住まわせたので

すが、そこに 9 歳下の純三郎が兄貴の後を追って

津軽出て来るのです。純三郎はそこで兄を訪ねて

来た孫文を初めて見かけるのです。こんな風に回

顧しております。「兄のところには、社士風の者

が大勢出入りし、議論をする、座敷で相撲をとる

と言う有り様。それでいて兄は話らしい話をして

呉れないので、何をして暮らしているのか、さっ

ぱり分からない。ある日のこと、兄は壮士たちに

fきょうは清固からエラモノ（偉い人）が見える

から、相撲などやらずおとなしくして居れj と言

うのを開いた。これまで清国人の写真を見ると、

のっペりした顔や少々日を開けているようなもの

が多かったので、エラモノは一体どんな顔をして

いるのか好奇心に駆られた。障子に唾で穴をあけ

て盗み見したところ、容姿端麗、それまで考えて



いた人物とは違っていた。口許が締まっている。

ただおでこと同じ程度に後頭部が出ている。大き

な頭だと言う印象だ、ったJ。それが孫文だ‘ったの

です。

一方清国政府は、日清戦争で日本に負けたけれ

ど日本の明治維新の素晴らしさを学ぶ必要がある

と考えていたのです。そこで国費で日本留学生を

送り込み始めました。日本に追いつき追い越せと

士官学校にも人材になるべき若者を送り込みまし

た。明治の終わり頃には、留学生は 3 万人に達し

ていました。ところが皮肉なことに、留学生の中

でも優秀な学生や士官学校生ほど革命思想に目覚

めて、孫文を支援するようになるのです。清国政

府にしてみると、国費を使って革命分子を育てて

いるようなことになるのです。もっとも西欧列強

の侵略から脱出しようと清国には 3 つの近代化の

流れがありました。 1 つ目は先程、馬場先生がおっ

しゃって居られた「変法派」。康有為と梁啓超が

若康き光緒帝と諮って専制国家から日本に見習っ

て立憲君主国にしようと言うもの。ところがいざ

実行の段になって哀世凱の裏切りと、西太后の

クーデターによって光緒帝は幽閉され、康有為と

梁啓超には刺容が放されるのです。梁啓超が山田

良政に匿われて日本に亡命したのは、そのような

ことからで、戊戊の変と呼ばれております。 2 つ

目は「洋務派」です。李鴻章と直隷総督の曾国藩は、

西洋からの技術文化を採り入れて、軍需工場を作

るなど国力増強に努めようとしたことです。洋務

派の基本は政治制度と精神文明は中国のものとし

ていたのです。そして 3 つ日が孫文の「改革派」。

改革派の主張は「滅清興漢」です。 i青を滅ぼして

漢を興すと言うことを旗印にしているのです。清

は満州族がi莫民族の明を滅ぼして造った国で、あ

の弁髪は満州族の表徴なんです。 300 万足らずの

満州族に 4 億の漢民族が征服されていることと、

腐敗政治に孫文は共和制を唱えて、「もとの漢民

族の国に戻そう」と立ち上がったのでした。

ところで、漢民族の多くは北京から 2000 キロ

津軽が生んだ山田良政・純三郎兄弟をめく‘って

も離れた福建省とか広東省など太平洋沿岸に住ん

でいました。孫文もその一人です。そんなことも

あってか戦略の違いがあり、宋教仁らと意見の衝

突があったようです。広東など遠隔地から攻めて

北京制覇を目指そうとする孫文に対して、宋教仁

は長江中流から一気に北京を攻め落とそうと進言

するのです。事実、孫文程戦下手な人は居なかっ

たと言われるように、 10 回蜂起して 10 匝とも失

敗しているのです。その中には山田良政が犠牲に

なった恵州蜂起も含まれているのです。

当初、良政は梁啓超の変法派に関心を寄せてい

た節がありますが、孫文の私利私欲の無い純粋さ

に惹かれるようになったようです。孫文の熱烈な

支持者の宮崎泊天も手記 f三十三年の夢j で、孫

文の魅力に触れて居りますが革命資金を集める手

腕も、孫文の山師でない純粋さに出資者が打たれ

たからのことでしょう。

恵州蜂起を前にして孫文と山田良政が台湾に渡

り、総督の児玉源太郎と民政局長官の後藤新平に

武器援助を申し入れております。当初は師団派遣

を含めて非常に可能性が高かったのですが、明治

33 年に孫文を支持していた山県有朋から政権が

伊藤博文内閣に代わるんです。伊藤は清朝支持を

打ち出して方針ががらりと変わってしまい、台湾

での約束は反古になってしまいます。仲介の労を

とった山田良政は責任を感じて恵州に赴き、そし

て遭難するわけです。

これには後日談があるのです。後藤新平が少年

時代に山田兄弟の叔父菊池九郎に助けられた話で

す。後藤は山田兄弟がその恩人の甥と知って、良

政に武器支援出来なかったことを悔やむのです。

そして後藤は満鉄初代総裁になってから、良政の

遺志を継いだ弟純三郎に孫文支援のある秘策を与

えるのです。

話は明治 7 年、後藤新平がまだ 16 歳の少年の

頃に遡ります。 Jlj 田兄弟の叔父菊池九郎は 28 歳、

東奥義塾塾長でした。ウォルフと言う英語の外人

教師がアメリカへ帰国することになり、奥州街道
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を東京まで見送りの旅を続けていたのです。水沢

辺りで薄汚れた服装で無銭に等しい旅の少年と

過ったのです。聞けば父親と喧嘩して家出同然の

道中らしい。福島に前に水沢で参事を務めた安場

保和と言う人物が今は福島県令（県知事）になっ

て居る。少年は水沢時代に安場の書生だったので、

その縁で須賀川の医学校入学を目指しているとの

こと。菊池九郎は、須賀川まで同道するように説

得して同宿させ、夜はウォルフに英会話を習わせ

たのでした。その少年が後藤新平だったのです。

後藤はその後、須賀川医学校を無事卒業して安

場の愛知県令転出に従って愛知県医学校（現在の

名古屋大学医学部）の医師になり、 24 歳で同校

長兼病院長を務めるようになったのです。自由民

権運動で板垣退助が岐阜で遊説中に暴漢に襲われ

た時、「板垣死すとも自由は死せずj と言ったの

は有名な話ですが、現場で傷の手当てをしたのが

後藤新平だったのです。後藤は医者としても優秀

でしたが、公衆衛生の知識と手腕は見事だったよ

うです。特に疫痢とコレラが大変流行った時代で

した。その手腕を台湾総督の児玉源太郎に買われ

て民政局長官として招聴され、それから政治家の

道へ入って行くわけです。後藤は台湾の民政局長

官の後、児玉の推薦で満鉄の初代総裁に就任しま

すが、この時山田純三郎を嘱託として満鉄の石炭

部門の担当者にするのです。これは孫文支援のた

めの手段だ．ったのです。台湾時代、恵州蜂起に支

援出来ずに、あたら山田良政を死地に追い立てる

結果になった、その賦罪を弟の純三郎を通じて償

おうとしたのではないかと思われます。人と人の

結びつきの強さ、そして不思議さが世の中にはま

だまだありそうです。

ちょっと時間オーバーになりましたが、これで

終わらせていただきます。

［司会］ どうもありがとうございました。では少

しだけ聞を入れまして、本学の前教授でありまし

た北嶋先生、ご当地出身です。一言。
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［北嶋］ ちょっと横から入りまして。陸掲南と良

政との関係について、いかに掲南が良政を心配し

ていたかということを一言だけお話させていただ

きます。陸濁南（中田賀）と山田家との関係、つ

まり山田家と中国家は向かい合わせだったという

ことは先ほどお話がありましたけれども、山田良

政が恵州の蜂起で行方不明になります。みんな彼

が死んだものと思い、確かにその時戦死している

わけです。良政は明治 33 年に戦死しております

が、掲南が 34 年に弘前市の友人笹森儀助宛に「良

政（浩蔵伴）はまずはこの世の人と存じ候由、報

知これあり。四川か西安に参り候かと申し候。お

序に浩蔵氏へ御伝声願い度く候J というふうに手

紙を書いています。つまり良政は、神田三崎町に

いた時から謁南のところへ行っていろいろ教えら

れ、あるいは影響を受けているわけで、先ほどお

話のあった戊成の政変で日本に亡命した梁啓超ら

と一緒に王照を亡命させますが、この王照の保護

を良政達は掲南に要請しています。掲南がこの人

を根岸のー屋に保護しています。このように掲南

は良政と非常に親しい関係を持ちながら彼に影響

を与えていました。つまり良政のアジア主義とい

うのは、陸掲南のアジア主義の影響があるのでは

ないかというふうに考えることができるというこ

とです。まあ掲南については先ほどおっしゃった

ように昨年当地でシンポジウムが聞かれておりま

すけれども、近衛焼麿が東亜同文会を設立した時

に幹事になっております。つまり東亜同文会と掲

南もまた深い関わりがあるということです。そし

て良政が東亜同文会の南京同文書院の教授として

1900年に行きます。弟の純三郎も学生として行く。

しかし義和国で同文書院は上海に移ります。良政

は恵、州蜂起のことを聞いてそれに参加して戦死し

てしまう。そういう状況がありました。

もう 1 人南京同文書院の教え子で櫛引武四郎と

いう人がいます。この人も掲南、良政と同じ東奥

義塾の出身で恵州の戦いに参加しておりますが、

その危険な重聞の中を無事逃れて上海に帰りま



す。しかし辛亥革命のあとの第二革命で再び職争

に参加して職死しております。こういったように

弘前出身の人が中国革命に影響を与えていた、協

力していたということが分かるということを一言

付け加えさせていただきます。

津軽が生んだ山田良政・純三郎兄弟をめぐって

【司会｝ ありがとうございました。北島先生は本

学で西洋史のご担当でありましたが、弘前ご出身

で弘前をこよなく愛されていて、今度の会でもず

いぶんいろいろ教えをいただきました。どうもあ

りがとうございました。
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